
− −１５

話すこと・聞くこと
第1学年 状況に応じて話を構成して話し、自分の考えとの共通点・相違点を整

理して聞くこと

・自分の意見を明確にし、体験・資料などの事実に基づいて意見を発表することができるようにな
る。
・相手が発表する際、必要に応じてメモを取りながら、相手の伝えたいことに注意して聞くことが
できるようになる。

話す側に情報量の過不足があり、聞く側にも情報をくみ取る姿勢に不
足がある。

話題や方向性を捉えて話し合おう
『話題や方向性を捉えて話し合おう』光村図書

単元名

論
題
：『
学
校
の
昼
食
は
弁
当
が
良
い
。

賛
成
か
反
対
か
。』

　
「
お
弁
当
が
よ
い
と
思
う
の
は
、自
分

の
好
き
な
も
の
が
入
っ
て
い
た
り
好
き

な
量
だ
け
食
べ
ら
れ
た
り
家
の
人
の
愛

情
が
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
と
き
に
よ
い

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
好

き
な
も
の
が
入
っ
て
い
る
と
嬉
し
い

し
、
食
べ
て
い
て
楽
し
い
か
ら
で
す
。

給
食
だ
と
残
し
た
ら
い
け
な
い
か
ら
食

べ
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
時
に
つ
ら
い

し
、
お
弁
当
だ
と
残
し
て
も
大
丈
夫
だ

か
ら
で
す
。
頑
張
っ
て
作
っ
て
く
れ
て

い
る
家
の
人
の
姿
を
み
る
と
愛
情
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。」

情報量が多く、聞
きやすい発言では
ない。聞く側はメモを

取っていない。

目標　集めた情報を整理し、自分の発信した情報が説得力をもつように話す。
　　　メモを取ることで相手の伝えたいことの要点を逃さずに聞く。
内容　・自分の意見に合った資料を集める。
　　　・伝えたい内容を整理する。
　　　・模擬ディベートを行い、話し方・聞き方を確認する。

閣

閣

閣

話す側に情報量の過不足があり、聞く側にも情報をくみ取る
姿勢に不足がある。

・自分の意見を具体的にし、話し合い等で自分の意見を整理して伝えることができない。
・相手の意見を踏まえて自分の考えをもつことができない。

相手や場に応じて自分の考えを工夫して話し、相手の表現から
自分の考えをよりよいものにするように聞くことができない。

つまずきの実態

話題や方向性を捉えて話し合おう

登場人物の立場を理解し、心情を話し
合おう

言葉の響きやリズムを味わいながら朗
読しよう

学習内容（単元名）

第1学年

第2学年

第3学年
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ワークシートを用いて集めた情報をまとめ、意見や根拠として発言の内容を整理させる。
活動のねらい▶・伝えたいことに基づいた情報になっているかどうかを検討することができる。

・テーマについて意見を一致できるように、立論文の骨子を班員全員で考える。
・立論したものを軸にして意見や予想される反論を考える。
・相手の発言を想定し、考えられるパターンをすべて書く。

（期待される生徒の姿）
生活体験や資料から考えた自分の
意見を書き、班内で意見交換をす
ることで、資料のとらえ方や自分
の意見を深めることができる。

ワークシート

ディベート本番に向けて、グループで練習し、情報の提示のしかたなど、相手を説得させるため
の発言になっているかどうかを検討する活動を取り入れる。

（期待される生徒の姿）
・反対の立場からの意見も考えること
で、どのような意見を提示すれば相手
を納得させられるかという見通しをも
つことができる。
・検討を通して、自分の発言を客観的に
振り返り、ディベートに反映させるこ
とができ、深い学びにつながる。

グループでの練習

※個々の情報だけでなく、「骨
子」「情報」「反論」「意見」
がつながっているかどうかに
ついても検討する。

先に結論を述べて、順序を表す接続語を使っ
ているから、伝えたいことがわかりやすい。

逆の立場になって聞
くと、その情報だと
納得しないと思う。

活動のねらい▶・相手を説得するための話の構成や内容について理解を深めることができる。

・逆の立場に立って聞き、説得させられる内容になっているかどうかを検討させる。
・グループで検討する前に、既習事項を想起させ、「構成」「情報量」「話し方」等、検討する視点を確認
する。

※情報量が多すぎると主張が伝わりにくくなることを確認する。

Title:13-20_青雲中.eca Page:5  Date: 2017/06/29 Thu 14:03:38 



− −２３

書くこと①
第1学年 日常生活の中から課題を決め、材料を集めながら自分の考えをまと

めること

・課題について整理することで、進んで作文に取り組むことができるようになる。
・他の生徒の意見を知ることで、自分の考えを広げ、新たな視点で物事を考えられるようになる。

書くことに苦手意識をもっており、テーマについて様々な角度から自
分の考えを書くことができない。

小学6年生に向けて学校紹介文を書こう
「学校新聞の記事を書こう」東京書籍

目標　小学6年生に向けて学校紹介文を書く。
内容　・樹形図を使い、学校を構成する要素を項目立てて整理する。
　　　・紹介したい事柄をできるだけ多く考える。
　　　・考えた事柄を交流する。
　　　・挙げられたものの中から1つを選び、紹介文を書く。

単元名

・協力校で実施したつまずきの調査問題では、「書くこ

と」の領域で解答する問題は無解答率が高くなる傾

向にある。

・自校での作文についてのアンケートでは、「作文を書

くときに困ること」として、55.0％の生徒が「どん

な内容を書けばよいかわからない」を挙げている。

書く問題は苦手だから、
やめておこう。

「学校」というテーマだけ
れど、どんな内容を書け
ばいいのかな……。

閣

閣

閣

書くことに苦手意識をもっており、テーマについて様々な角
度から自分の考えを書くことができない。

複数の資料を集め、それらを比較・検討して自分の考えをま
とめることができない。

異なる考え方を取り入れ、自分の考えを深めていくことがで
きない。

つまずきの実態

小学6年生に向けて学校紹介文を書こ
う

様々な方法で資料を集め、スポーツに
ついてのレポートを書こう

2つの異なる考え方の文章を比較しよ
う

学習内容（単元名）

第1学年

第2学年

第3学年
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樹形図を用いて構成要素を整理させる。
活動のねらい▶・物事を考える際に、様々な視点があることに気付かせる。

・「学校」という大きなテーマを、生活・人・環境という項目に分ける。
・それぞれの項目について、例えば「生活」ならば、「学校での生活では、みんなはどんなことをしてい
るだろう？」といった問いかけをし、授業や行事、部活動といった、具体的な下位項目を考えさせる。

（期待される生徒の姿）
大きなテーマも項目に分けること
で具体化できる。また、課題につ
いて、様々な視点から見て文章を
書くことできるのだという気付き
につながる。

樹形図を使い、項目立てて整理する

少しずつ具体的にすることで、い
ろいろなアイディアが出るなあ。

分類されているから、
それぞれのつながりが
わかりやすいな。

様々な意見を板書し、交流させる。
活動のねらい▶・多様なものの見方に気付かせる。

・書く内容を考えにくい生徒も、出た意見を参考にして考えられるようにする。

（期待される生徒の姿）
できるだけ多様な意見を取り上げ、それ
をクラスで交流することで、考えが広が
り、それをいかして紹介文を書くことが
できるなど、対話的な学びにつながる。

樹形図の項目に分けているから、
自分の考えと比べやすい。

・樹形図にまとめた一番下位の項目について、具体的にどのようなことを6年生に紹介したいと思うかを、
一文でノートに書かせる。

・3つ以上書けた生徒からノートを点検し、その中からなるべく多様な意見を取り上げて、黒板に板書さ
せ、全体で交流する。 ※出た意見を参考にして考えてもよいことを伝える。

紹介したい事柄を黒板に書く

同じ項目でも見方が違
うなあ。この考えは使
えそうだ。
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書くこと②
第1学年

「根拠・理由」を明らかにして、説得力のある文章を書く

・①考え、②根拠・理由、③まとめの順で、筋道の通った文章を書くことができる。
・考えと根拠を羅列するのではなく、接続語を効果的に用いて書くことができる。
・根拠の提示の仕方によって説得力に違いが生じることを理解して書くことができる。

根拠や理由を明らかにして、筋道の通った文章を書くことができない。

いにしえの心にふれる
『蓬莱の玉の枝 ―「竹取物語」から』　光村図書

目標　「竹取物語」が千年以上にもわたって語り継がれている理由を考え、筋道の通った文章にまとめる。（3段
落構成、接続語を用いる。）

内容　・ストーリーや人物設定、心情描写などに着目し、「竹取物語」の魅力を整理する。
　　　・班で交流する。
　　　・「考え」「根拠・理由」「まとめ」の3段落で書く。

単元名

【生徒作文】＊作者が伝えたかったことを考えよう

　作者は作品の中で、ヒロシマ、ナガサキ、ヒロユキを全てカタカ

ナで書いて、そこを強調していると思ったので、戦争によって若く

して亡くなった人々のことを一生忘れてはならないことと、戦争は

一生してはならないということを伝えたかったのだと思います。

「大人になれなかった弟たちに……」（光村図書１年）

考えと理由の入り交じっ
た文章を書くことはでき
るが、接続語を用いて筋
道立てて書いたり、段落
構成を意識して文章を書
いたりすることができな
い。

閣

閣

閣

根拠や理由を明らかにして、筋道の通った文章を書くことが
できない。

筆者の主張に対し、根拠を明らかにして反論する（否定的な）
文章を書くことができない。

論理の展開を工夫して、筋道の通った文章を書くことができ
ない。

つまずきの実態

いにしえの心にふれる

論理をとらえて

慣用句・ことわざ・故事成語

学習内容（単元名）

第1学年

第2学年

第3学年
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作品の面白さや魅力について自分なりの考えをもたせ、その後、班で交流させる。
活動のねらい▶・多様な考え方があることを知り、自分の考えを伝えようという意欲が高まる。

根拠となる出来事や文、言動などを教科書だけでなく関連資料（図書室の本、インターネット、絵本、資
料集等）からも探させる。これにより教材への関心が高まり、多様な視点から教材を鑑賞することができ
る。また、調べたことや考えたことを文章にまとめて友達に伝えようという意欲につながる。

（期待される生徒の姿）
・考えの裏付けとなる根拠について話し
合わせることにより、多様な考え方に
ふれることができる。また、教科書以
外から根拠を探し出すことにより、考
えに具体性や客観性が増し、説得力の
ある文章を書くことにつながる。
・複数の資料を用いて、比較したり関連
付けたりしながら、論を説明するため
に必要なことを考えることができ、深
い学びにつながる。

資料を根拠にした考えの交流

「ありえへん！」っていう
出来事が次々に起こるの
が面白いね。

・「はじめ」（考え）→「中」（根拠・理由）→「終わり」（まとめ）の3段落で書くよう指示する。
・段落のはじめに、接続語を用いるよう助言する。

かぐや姫の感情も豊か
でいいね。

活動のねらい▶・段落のまとまりやつながりを意識して、論理的な文章を書く。

根拠・理由を複数挙げさせ、どの順で用いると良いか検討することにより、論理的な文章展開や接続語を
意識するようになる。また、「3段落構成で」と構成を指示することにより、段落ごとのまとまりや内容が
明確になり、すっきりとしたわかりやすい文章になる。

生徒作文

　「竹取物語」が千年もの間語り継がれてきた理由は、空想と現実がほどよく合わさった物
語だからだと思います。
　例えば 、現実的な点でいうと、かぐや姫に言い寄る５人の貴公子は実在する人物をモデ
ルにしていて、その人達の言動も人間らしく描かれています。また 、非現実的なところは、
竹の中に三寸ほどの子どもがいたり、月から天人が迎えに来たりするところです。
　このような理由から 、これから先も「竹取物語」は語り継がれていくと思います。

＊「竹取物語」の魅力を
考えよう！
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読むこと①
第1学年

論説文を再構成し、本文の要旨をつかもう

・順序の根拠をグループで交流し、仮説を立てていく中で、キーワードに注目することや、段落相
互の関係を考えられるようになる。
・習った形式で作文を書かせることにより、筆者の意図に近付き論説文の構成を学び、読解力を身
に付ける。

文章の構成や段落相互の関係を考えて読めていないために要旨がつか
めない。

わかりやすく伝える
『ペンギンの防寒具』三省堂

目標　 段落相互の関係を考えて読むこと。
内容　・「本論」→「結論」→「序論」の順序に本文を提示し、本文を再構成する。
　　　・順序の根拠をグループで交流させ、1つの仮説を立てる。
　　　・本来の本文の順序を提示し、筆者の考えをグループで推論する。
　　　・学習した説明文の形式を使って作文を書く。

単元名

①
一
つ
の
賞
状
ア
ル
バ
ム

問　

次
の
文
章
を
段
落
の
内
容
を
考

え
、
並
べ
な
さ
い
。

②
賞
状
は
う
れ
し
さ
を
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
る
。

③
他
人
か
ら
見
た
ら
紙
切
れ
だ
け

ど
、僕
に
と
っ
て
は
大
切
な
も
の
。

出
典
「
自
分
だ
け
の
宝
物
」

②③①の順序で並べるといいん
じゃないの？
順序なんて関係ある？
小学校の時にやったことあるけ
ど、あまり覚えてないなあ。

閣

閣

閣

文章の構成や段落相互の関係を考えて読めていないために要
旨がつかめない。

叙述の順序が書き手の考えにどのような説得力をもたらして
いるのかを考えながら読むことができない。

書き手のものの見方や考え方を伝えるための、論理の展開の
意図を読み取ることができない。

つまずきの実態

わかりやすく伝える

分析的に考える

学びの扉をひらく

学習内容（単元名）

第1学年

第2学年

第3学年
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段落の順序を変えた文章を提示し、正しい順序の根拠を考え、グループで交流させる。
活動のねらい▶・キーワードや、段落相互の関係を手立てに構成を考える。

本文の順序の根拠をグループで交流し、正しい順序について仮説を考えさせることにより、段落相互の関
係を深く読み取ろうとする態度が身に付く。また、相互の関係を読み取るときに、キーワードを根拠とし
て仮説を立てていくので、論理的な読みに近づく。

（期待される生徒の姿）
・グループで考えを比較したりまとめた
りすることを通して、根拠が整理され
る。
・自分達で構成の配列を考えた後に本文
の学習を行うことで、課題解決に向け
た見通しをもつことができ、主体的な
学びにつながる。

構成順序についての検討
順序を表す言葉を手がかり
にするとわかりやすいぞ。

習った説明文の形式を使って作文を書かせる。
活動のねらい▶・筆者のものの見方やとらえ方の追体験を通して、論理的な文章の構成を理解し、読解力を高め

る。

（期待される生徒の姿）
筆者の論理の展開を模倣することによ
り、段落ごとの内容や段落相互の関係を
より深く考えられるようになる。

本論でも、この段落は話の展
開をしている内容になるな。

この文が、筆者の一番言
いたいことのはず。とい
うことは、ここが結論
じゃないかな。

筆者の論理の展開を模倣して生活作文を書かせることにより、筆者の工夫、ものの見方やとらえ方
を知ることにつながる。そうして追体験させていくことで、筆者の意図に気付き、読解力を高める
ことができる。

　
【
作
文
メ
モ
】

題
名
「
山
登
り
の
達
成
感
」

序
論　
　

う
れ
し
さ
の
し
く
み　

本
論
1　

仲
間
と
の
絆

本
論
2　

自
分
に
対
す
る
自
信

本
論
3　

頂
上
の
景
色

結
論　
　

・
仲
間
と
の
絆　

　
　
　
　

・
自
信

　
　
　
　

・
壮
大
な
景
色

を
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
感
を
感

じ
て
い
る
。

説明文の形式を活用した作文メモ
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読むこと②
第1学年

登場人物の設定や心情・情景の描写から作品の主題を理解すること

・さまざまな形態での音読を繰り返すことで内容の理解を深め、自分の力で発問に対する考えを
ノートに書くことができる。
・人物の行動描写について読み解く発問に対して、ペア交流や意図的な指名による全体交流で出た
意見をメモする活動を通して、深く考え、主題をつかむことができる。

登場人物の行動描写から心情を的確にとらえることができない。
（初発の感想から最終場面のとらえ方に個人差が見られる）

作品を読み解く
『少年の日の思い出』東京書籍

目標　最後の場面で、「僕」がチョウを押し潰した行動について考える。
内容　・「最後の場面」の音読を繰り返し、「僕」の告白に対する「エーミール」の反応と、そのときの「僕」

の思いをとらえる。
　　　・「僕」がなぜチョウを粉々に押し潰してしまったのか、意見の交流をする。

単元名

「指で粉々に押し潰してしまった。」

・大事にしていたチョウをなぜ粉々にしたの
かわかりませんでした。

・エーミールに冷たい目で見られ、どうしよう
もなくて、つぶしたのだろうか。

・とても珍しいチョウなのに、押し潰したこと
が気になりました。

・何もかも終わったと感じたから、潰したのだ
ろうか、もっと詳しく知りたい。

全文を読んでみて、
気になった一文を抜
き出し、その理由を
書きなさい。

閣

閣

閣

登場人物の行動描写から心情を的確にとらえることができな
い。

場面の展開をとらえながら、文章全体のつながりを考えるこ
とができない。

登場人物の設定や心情・情景の描写から作品の主題を理解す
ることができない。

つまずきの実態

作品を読み解く

描写を味わう

関係を解く

学習内容（単元名）

第1学年

第2学年

第3学年
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さまざまな形態の音読をリズムよく繰り返す。
活動のねらい▶・繰り返し音読させることで、文章内容を十分に理解させる。

1時間の授業で、音読の時間を10分から15分とる。教師の範読、ペアでの音読、一斉音読、個人音読、発
問に直接つながる部分の繰り返し音読、指名音読など、さまざまな音読パターンを授業展開の中にリズム
よく取り入れていく。

授業の様子

描写をもとに、登場人物の行動の背景にある心情を考え、交流する。
活動のねらい▶・行動描写をもとに登場人物の心情をとらえるようにする。

繰り返しの音読をさせる
際は、リズムが大切です。
間髪入れずに、次の指示
を出すことで、集中力が
ぐんと高まります。

実際のノート

（期待される生徒の姿）
・最初に自分が推測したことに基づいて登場人物の行動の意味を考えること
で、一貫性をもたせることでき、心情描写と行動描写を結び付けて考える
ことができるようになる。
・交流・相互評価する中で、自分の考えを客観的に見直すことができ、理解
を深めることができる。

・主人公がどういう思いだったかを推測させ、何度も読み返
させながら、その思いが表れている部分を探す。

・探した叙述をもとに、推測した主人公の思いを加筆・修正
する。

・5行程度で簡潔に自分の考えを書くように指示をする。
・各自の考えを交流し合い、相互評価する。
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伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
第1学年

語感や語彙を豊かにすること（芸術作品の鑑賞文）

語彙が乏しいため、自分の考えを相手にわかりやすく表現することが
できない。

目標　芸術作品を鑑賞し、自分が選んだ絵の魅力を鑑賞文で伝える。その過程で、類義語辞典や国語辞書、パ
ソコンを使って類義語を調べ、言葉に対する興味をもち、語彙を増やす。

内容　・いくつかの観点から絵を鑑賞し、絵の魅力を言葉にする（マッピングを書く）→マッピングの意見交流。
　　　・鑑賞文を200字で書く。
　　　・NGワードを伝え、違う表現を辞書等で探し、推敲する。
　　　・同じ作品を選んだ者同士で意見を交流する。
　　　・推敲前と推敲後の印象に違いがあるかを考える。

・言葉の多様性や奥深さに気付くことができるようになる。
・自分の語彙数の少なさに気付き、言葉に関心をもつことができるようになる。
・辞書やパソコンを使って、意欲的に類義語を探すことができるようになる。

芸術作品の鑑賞文を書こう！
『芸術作品の鑑賞文を書く』教育出版

単元名

　

私
が
こ
の
絵
を
見
て
思
っ
た
の

は
、
主
役
が
『
紅
葉
』
と
『
夕
暮

れ
』
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
赤
や
オ
レ
ン
ジ
、
黄
色
な

ど
の
暖
色
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。あ
と
、も
う
一
つ
思
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

寂
し
い
感
じ
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
絵
の
中
に

は
、
人
間
や
動
物
が
描
い
て
な
い

か
ら
で
す
。

　

こ
の
絵
は
、
紅
葉
や
夕
暮
れ
な

ど
、さ
っ
き
書
い
た
こ
と
を
含
め
、

と
て
も
キ
レ
イ
で
い
い
作
品
だ
と

思
い
ま
し
た
。

「とても」「きれい」
「いい」などの形容
詞や「～思う」の
文末表現の多用。

閣

閣

閣

語彙が乏しいため、自分の考えを相手にわかりやすく表現す
ることができない。

語句や文、語彙などに興味をもち、主体的に調べ自らの表現
活動にいかそうとする意識が低い。

ことわざや慣用句など生活言語に興味・関心をもたず、語彙
を増やす意欲に乏しい。

つまずきの実態

芸術作品の鑑賞文を書こう！

対義語辞典を作ろう！

言葉の小窓2

学習内容（単元名）

第1学年

第2学年

第3学年
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類義語を調べる際に、どの言葉が作品の魅力や、自分が表現したいことに的確かを吟味させる。
活動のねらい▶・辞書の内容を吟味し、表現することによって、言葉を理解し広げることができる。

類義語辞典やパソコンを使い、たくさんの類義語があることに気付かせる。その中から、自分が表現した
いことを的確に表している言葉を考え、選択することができるようにする。

（期待される生徒の姿）
辞書やパソコンを使って調べたり、互い
に話し合って類義語を出し合う中で、表
現を豊かにすることのよさに気付くこと
ができる。

表現したいことに適した言葉探し

「あたたかい」の類義語はどれかな？
どの言葉が一番ぴったりくるかな？

同じ視点から鑑賞文を書いた者同士でグループを作り、推敲させる。
活動のねらい▶・同じ視点のグループにすることで、伝えたいことと表現の関連をより意識して推敲することが

できる。

（期待される生徒の姿）
同じ絵を選んだ者同士で、意見交流を行
うことで、違う意見に触れ、自分の表現
の仕方を客観的に見直すことができるよ
うになる。

推敲後の方が、言葉の意味が深まって、
絵の魅力がよく伝わるね！

グループでの推敲

・「自分の考えを表現するために、適切な言葉が用いられているか」という視点に沿って、言葉を吟味す
るように指示する。

・検討する言葉について、複数の案を出し合い、それぞれから伝わる印象を話し合わせることで、言葉に
対する意識を高める。

・推敲後には、自分の文章を再度見直し、どのように印象が違うかを考えさせる。

似た意味でも、言葉が違
うと、伝えたいことの印
象が変わってくるなあ。
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